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「街並み生い立ち　街歩き」
執筆テーマ

第1２回第1２回

〈横浜編〉

〈横浜編〉

〈佐世保編〉

１２．「外国人墓地」
「元町公園」周辺

アメリカ山公園

　「ブラフ９９ガーデン」の角を曲が

り、「横浜地方気象台」と「外国人墓

地」の間を「元町商店街」方面に行く

と、正面に「アメリカ山公園」があり

ます。門の手前には「見尻坂」の階段

があり「元町商店街」につながってい

ますが（写真１）、この「アメリカ山

公園」が開園してからは、公園内か

らエレベーターとエスカレーターを

利用して「元町・中華街駅」や「元町

商店街」に行けるようになりました

（写真２）。公園の一部が「みなとみ

らい線元町・中華街駅」の上に増築

をした建物の屋上にあるからです

（写真３）。

　この立体施設は、１９８２（昭和５７）

年に横浜市が策定した「山手地区基

本構想調査」の中で構想されました。

その後、２００４（平成１６）年に開通し

た「元町・中華街駅」（写真４）の設計

に際しても、将来の増築の可能性が

織り込まれていました。

　そして構想から２７年後の２００９

（平成２１）年に、「都市公園法」に新設

されたばかりの「立体都市公園制度」

を活用し、横浜開港１５０周年の関連

事業として実現することになったの

です。

　「山手地区」が外国人居留地として

開放された際、ここがアメリカ公使

館予定地だったことと、戦後アメリ

カ軍に接収され米軍住宅が建てられ

ていたことによって「アメリカ山」と

命名されています。

　この施設の誕生によって、徒歩で

「山手地区」を訪れる人にとって利

便性の高い新しい玄関口になりまし

た。

岩崎博物館（ゲーテ座記念）

　この建物がある場所は、１８８５（明

治１８）年に建てられた日本で初めて

シェークスピア劇を上演した「ゲー

テ座」があったところです。「ゲーテ

座」の収容人員は３５０人で外国人が

主体の観客とともに、後に日本文化

に影響を与える著名な日本人達も

通ったそうです。しかし関東大震災

で崩壊し正確な資料もありませんで
写真 3　元町商店街にある元町・中華街駅

出入口

写真 1　アメリカ山公園。門の手前左が見

尻坂

写真 2　右手の園路突き当りが元町・中華

街口駅出入口

写真 4　駅舎のある手前のビルの屋上と公

園がつながる
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したが、１９８０（昭和５５）年に岩崎学

園により現在の博物館が建てられ、

服飾関係の展示品や「ゲーテ座」の

資料などが収められています（写真
５）。

横浜地方気象台

　横浜地方気象台は当初、「関内地

区」にありましたが関東大震災で被

災し、１９２７（昭和２）年に現在地に

建設されました。現在は新しく事務

棟が増築されて、この建物は一般公

開されています（写真６）。

外国人墓地

　「外国人墓地」というエキゾチック

な雰囲気と、「山手本通り」に面して

唯一、高い樹木や建物に遮られずに

大きく開けた風景を見渡せる場所で

あり、「山手地区」のシンボルゾーン

の一つになっています（写真７）。

　１８５４（安政元）年にペリーが７隻

の艦隊で来日した際、ミシシッピー

号の水兵が墜死し、その埋葬地とア

メリカ人用の墓地を海の見える地に

と要求されました。そして幕府が横

浜村の「増徳院」の境内の一部を提供

したのが「外国人墓地」の始まりとい

われています。その後日本で亡くな

る外国人も増え、「外国人墓地」が拡

張されるようになり、関東大震災の

後には「増徳院」が移転して現在の墓

域となったようです。

　花崗岩で作られている正門と門柱

はモーガンの設計で、脇に資料館が

あります。

山手資料館

　「山手資料館」は「外国人墓地」の向

かい側に立つ、緑色のドイツ下見貼

りの外壁とオレンジ色のフランス瓦

の建物です。１９０９（明治４２）年、本

牧一丁目に中沢邸として建てられ、

その後山手諏訪町の園田邸内に移築

された後、１９７７（昭和５２）年に現在

地に移築され、資料館として公開さ

れています（写真８）。

　隣には昭和４２年にオープンした

ビアガーデン「山手十番館」があり、

共に山手らしい風景として馴染んで

います。

横浜山手聖公会

　１９３１（昭和６）年にモーガンの設

計による、城砦風の鐘塔と大谷石貼

りの重厚な外壁に特徴があります。

関東大震災前は、コンドルの設計に

よる隅部に尖塔のあるレンガ造の建

物だったそうです。火災などにより

数度に亘り修復が行われています

（写真９）。

元町公園

　桜の名所としても知られている

「元町公園」は「山手本通り」に面し、

隣接する「外国人墓地」とともに谷戸

の地形に立地しており、周辺一体が

まとまった緑地を形成しています。

この付近は明治の初めにフランス人

実業家ジェラールが、湧き出る良質

の天然水を居留民や船舶に供給して

いたところで、当時は水屋敷と呼ば

れていました。また西洋瓦とレンガ

の製造も行なっていましたが、関東

大震災の後、横浜市が公園として整

備して１９３０（昭和５）年に開園して

います。

　現在では山手本通りに面した斜面

の上の部分に、歴史的建造物であ

る「エリスマン邸」が移築され、道路

を挟んで隣接する「山手２３４番館」や

「ベーリックホール」の敷地も新たに

公園に含まれました（写真１０）。
　斜面の下の部分は木々に被われた

斜面に囲まれたプールや弓道場があ

ります。さらにその元町商店街側は、

写真 5　岩崎博物館

写真 6　横浜地方気象台

写真 7　山手本通りと外国人墓地

写真 8　山手資料館

写真 9　横浜山手聖公会
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平成１０年度から１２年度にかけてリ

ニューアル整備が行われ「ウォー

ターガーデン」として湧水を利用し

た壁泉やカスケードが設けられまし

た。

エリスマン邸

　「山手本通り」に面して豊かな公園

の緑を背景に、白い外壁のモダンな

雰囲気をもった洋館です。関東大震

災後の１９２６（大正１５）年に、山手の

別の場所にスイス人貿易商エリス

マンの私邸として建てられていた建

物で、レーモンドが設計していま

す。戦災は免れましたが、マンショ

ン事業により解体されかけていると

ころを横浜市がその部材を引き取

り、１９８９（平成元）年に現在の地に

移築復元して公開されています（写
真１１）。

ブラフ８０メモリアルテラス
（山手８０番館遺跡）

　「エリスマン邸」の脇の園路を少し

下りた斜面にある遺跡です。関東大

震災で倒壊したレンガ造りの洋館の

地下部分で、１９８４（昭和５９）年に「元

町公園」の園路整備を行っていた時

に発見され、発掘されました。「山手

８０番館マクガワン邸」の建物と考え

られ、そのまま保存され「ブラフ８０

　「山手地区」には娯楽施設、ホ

テル、図書館、各国公使館領事館、

警察署、消防署などの施設が整

備されただけでなく、ビール醸

造所（コープランドの「スプリン

グ・バレー・ブルワリー」、後の

「ジャパン・ブルワリー」を経て

「麒麟麦酒」）、「ジェラール瓦煉瓦

石製造所」、「横浜製氷会社」等の

工場も立地していました。

　１８９９（明治３２）年に居留地制度

が撤廃されましたが、その後も

こうした山手の全盛時代は続き

ました。

　１９２１（大正１０）年、都市計画法

を受けて横浜の都市計画区域が

確定し、「山手地区」の大部分が住

居地域、谷筋の道路沿いが商業

地域となりました。しかし１９２３

（大正１２）年の関東大震災により、

洋館をはじめ建築物のほとんどが

倒壊・焼失してしまったのです。

　関東大震災をきっかけに、母

国に引き揚げたり、神戸に移る

外国人が続出し、山手外国人社

会の復興は容易ではありません

でした。横浜市は、外国人の引

き戻しを積極的に推進するとと

もに、一方で外国人の永代借地

権の回収も図りました。山手に

市営の外国人住宅も建設して

います。１９３０（昭和５）年には、

「ジェラール瓦煉瓦石製造所」跡

地とその周辺が「元町公園」とし

て、１９３７（昭和１２）年には「スプ

リング・バレー・ブルワリー」ゆ

山手地区の歴史（その２）

コラム かりの地が「キリン園」として開

園しました。

　こうした震災復興により、西

洋館と丘の緑が調和するエキゾ

チックな景観が再び形成され、

１９４１（昭和１６）年には「風致地区」

に指定されています。しかし、

往時の外国人社会が徐々に回復

されてきた頃に第二次世界大戦

を迎えましたが、「山手地区」は谷

筋を除いて戦災を免がれており、

洋館なども残りました。

　戦後は主要な施設が米軍によ

り椄収され、全てが解除される

のに１９７２（昭和４７）年までかかり

ました。１９６２（昭和３７）年に、開

港時の英・仏両軍駐屯地跡が「港

の見える丘公園」として開園、「外

人墓地」を含めたこの周辺一帯に

は、市内外から大勢の人々が訪

れるようになりました。

写真 10　元町公園

写真 11　エリスマン邸

写真 12　ブラフ 80 メモリアルテラス
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メモリアルテラス」として公開され、

園路や見学用のデッキが整備されて

います（写真１２）。

山手２３４番館

　「エリスマン邸」の「山手本通り」を

挟んだ反対側にあり、１９２７（昭和２）

年に建てられた外国人向け民間集合

住宅として貴重な建物です。関東大

震災により横浜を離れた外国人に

戻ってもらうための復興事業の一つ

として建てられました。４戸の共同

住宅で中央の玄関ポーチを挟んで上

下左右同形の３ＬＤＫの住戸が対称形

で配置されています（写真１３）。

　戦後は米軍による接収を経て、

１９８０（昭和５５）年頃までアパートメ

ントとして使用されていました。そ

の後取壊されるところを、１９８９（平

成元）年に横浜市が歴史的景観の保

全のために取得し、「元町公園」の一

部として保全改修を行い、１９９９（平

成１１）年から一般公開されています。

ベーリックホール

　「エリスマン邸」の西側の細い道路

を挟んで立っている建物で、戦前の

西洋館としては最も規模が大きく、

スパニッシュスタイルを基調とした

建築的な内容が充実したものとされ

ています。英国人貿易商のベーリッ

ク邸で、モーガンによって設計され

ました。戦後は「セントジョセフ・

インターナショナル・スクール」に

寄贈され「ベーリックホール」として

寄宿舎に使われていました。スクー

ルの閉校にともなって横浜市が取得

して整備し、「元町公園」の一部とし

て２００２（平成１４）年に公開されてい

ます（写真１４）。

セントジョセフ・インターナショ
ナル・スクール跡の小公園

　「ベーリックホール」の斜め前に

小さな公園があります。ここには

１９０１（明治３４）年より長いこと「セン

トジョセフ・インターナショナル・

スクール」があり震災前後に建てら

れた校舎もありましたが、２０００（平

成１２）年に閉校となり、現在はマン

ションになっています。スクールの

跡地の一部につくられたこの小公園

は「元町公園」の一部になっています

（写真１５）。

山手８９-６番館（えの木てい）

　「元町公園」の向かいにあり、外国

人向け住宅としてこの一帯に同じタ

イプの住宅が数棟建てられたようで

すが、完全な姿で残っているのはこ

の建物だけです。隣の「山手２３４番

館」と同じ設計者です。

にしわき・としお
　早稲田大学・同大学院建築学科で学んだ後、
大高建築設計事務所、武建築計画研究所で多
摩ＮＴ計画、港北ＮＴ計画、再開発計画、観光
開発計画、建築設計などに携わった。
　３６歳の時（１９７６年）、横浜市役所にアーバ
ンデザイン担当主査として招聘される。都市
デザイン室長、都市企画部長、都心部整備部
長などを歴任し、「関内地区」「山手地区」「横
浜駅周辺地区」「みなとみらい２１地区」「金沢
シーサイドタウン地区」「港北ニュータウン
地区」「市民まちづくり」「歴史を生かしたま
ちづくり」「水と緑のまちづくり」「ライトアッ
プなど都市空間演出」「デザイン都市横浜に
向けた活動」等々、２２年半に亘り横浜市の街
づくりに携わり、都市デザインの具体的な実
践活動を展開した。
　５９歳の時（１９９９年）、佐世保市役所に佐世
保市理事（都市デザイン担当）として招聘さ
れ、７年間、海と緑に抱かれた心優しい街の
都市デザインに取り組む。
　首都圏と地方との二つの自治体、コンサル
タント、事業者など、異なる立場から都市や
建築に関わり、都市デザインを実践してきた。
様々な公的委員や大学非常勤講師を歴任。講
演、論文、著書、活動成果に対する受賞など
がある。

　この建物を買い取り住んでいた

オーナー夫人は、ケーキや料理づく

りが大好きで、洋館を見に来る人な

どを時折おもてなしをしていたそう

です。そして１９７９（昭和５４）年に、

一階の暖炉のあるリビングをカフェ

としてオープンしたのが始まりで、

ゆったりした前庭とともに喫茶店と

して利用されています（写真１６）。

　次回は「山手公園」から「イタリア

山庭園」周辺を歩きます。
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写真 15　スクール跡地の小公園

写真 13　山手 234 番館

写真 14　ベーリックホール

写真 16　山手 89‐6 番館


